
12

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
ち
、
田
口
東
理

工
学
部
長
（
当
時
）
が
、
昨
年
度
新
設
さ

れ
た
生
命
科
学
科
や
、
今
年
度
に
土
木
学

科
か
ら
名
称
変
更
さ
れ
て
生
ま
れ
変
わ
っ

た
都
市
環
境
学
科
を
紹
介
し
な
が
ら
、
理

工
学
部
の
創
設
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の

歴
史
を
説
明
。
続
い
て
永
井
和
之
総
長
・

学
長
が
「
地
球
規
模
の
環
境
問
題
に
ど
の

よ
う
に
本
学
が
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、

い
ま
考
え
る
時
に
来
て
い
る
」
な
ど
と
述

べ
、
大
学
と
し
て
今
後
と
も
環
境
問
題
の

解
決
に
向
け
た
研
究
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
を
示
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
前
東
京
大
学
大

学
院
教
授
で
千
葉
工
業
大
学
惑
星
探
査
研

究
セ
ン
タ
ー
の
松
井
孝
典
所
長（
宇
宙〈
地

球
〉
科
学
）、
中
央
大
学
研
究
開
発
機
構

の
丹
保
憲
仁
教
授
（
環
境
工
学
）、
東
京

医
科
歯
科
大
学
大
学
院
の
佐
々
木
成
教
授

（
腎
臓
内
科
）
の
三
氏
が
講
演
し
た
。

　

「
宇
宙
か
ら
見
た
地
球
」
と
題
し
て
講

演
し
た
松
井
氏
は
、
宇
宙
か
ら
の
視
点
と

し
て
「
宇
宙
の
歴
史
１
３
７
億
年
の
時
空

ス
ケ
ー
ル
で
考
え
る
」
こ
と
の
重
要
性
を

指
摘
。
ま
た
文
明
に
つ
い
て
、「
人
間
圏

を
つ
く
っ
て
生
き
る
生
き
方
」
と
定
義
し
、

こ
の
地
球
が
生
命
の
惑
星
で
あ
り
続
け
ら

れ
る
の
は
「
あ
と
５
億
年
」
で
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
、「
人
間
圏
の
未
来
は
わ
れ
わ

れ
の
意
思
次
第
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

　

続
い
て
丹
保
氏
は
「
地
球
環
境
の
中
の

水
」
と
題
し
講
演
。
こ
の
な
か
で
地
球
の

水
の
う
ち
淡
水
は
約
２
・
７
％
で
、
そ
の

う
ち
２
・
14
％
は
極
の
氷
河
で
あ
る
と
説

明
。
日
本
で
は
一
日
に
一
人
が
生
活
に
使

う
水
の
使
用
量
が
約
３
０
０
〜
３
５
０

リ
ッ
ト
ル
に
も
及
ぶ
こ
と
を
紹
介
し
た
う

え
で
、「
水
は
メ
デ
ィ
ア
。
資
源
そ
の
も

の
で
は
な
い
。
上
下
水
道
を
整
備
す
る
前

に
川
の
水
を
き
れ
い
に
す
べ
き
だ
」
と
訴

え
た
。

　

最
後
に
「
水
と
生
命
」
と
題
し
て
講
演

し
た
佐
々
木
氏
は
、「
細
胞
こ
そ
が
生
命

の
も
と
」
と
述
べ
、
人
体
の
細
胞
内
の
塩

濃
度
と
太
古
の
地
球
の
海
の
塩
濃
度
が
同

じ
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
ま
た
腎
臓

は
心
拍
出
量
の
五
分
の
一
の
血
流
量
を
受

け
入
れ
る
器
官
で
あ
る
こ
と
や
、
体
内
物

「創立１２５周年に向けて」「創立１２５周年に向けて」シリーズ

中
央
大
学
創
立
１
２
５
周
年
を
記
念
す
る
理
工
学
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＆
パ
ネ
ル
展
（
主
催
：
理
工
学
部
）
が
10
月

10
日
、「
宇
宙
か
ら
見
た
地
球
、
地
球
環
境
の
中
の
水
、
水
と
生
命
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
京
文
京
区
の
文
京
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
の
大
ホ
ー
ル
に
は
、
1
0
0
人
を
超
す
大
学
院
生
ら
が
参
加
。
ま

た
ホ
ー
ル
入
り
口
前
に
は
、
９
学
科
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
大
学
院
生
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
、
来

場
者
の
関
心
を
引
い
て
い
た
。

理
工
学
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＆
パ
ネ
ル
展
開
く

「
宇
宙
か
ら
見
た
地
球
、

　
　
　
　

地
球
環
境
の
中
の
水
、水
と
生
命
」

理
工
学
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＆
パ
ネ
ル
展
開
く

「
宇
宙
か
ら
見
た
地
球
、

　
　
　
　

地
球
環
境
の
中
の
水
、水
と
生
命
」

理
工
学
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＆
パ
ネ
ル
展
開
く

「
宇
宙
か
ら
見
た
地
球
、

　
　
　
　

地
球
環
境
の
中
の
水
、水
と
生
命
」

4 回

第

中
央
大
学
創
立
１
２
５
周
年
プ
レ
企
画

中
央
大
学
創
立
１
２
５
周
年
プ
レ
企
画

中
央
大
学
創
立
１
２
５
周
年
プ
レ
企
画
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質
の
精
密
な
濃
度
調
整
が
可

能
な
機
能
を
有
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

来
場
者
か
ら
「
人
類
は
環
境

よ
り
も
先
に
、
経
済
か
ら
滅

ぶ
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ

た
科
学
を
超
え
た
質
問
も
飛

び
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
丹

保
氏
は
「
こ
れ
ま
で
の
経
済

は
、
環
境
や
自
然
を
無
限
の

も
の
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

し
か
し
、
人
類
圏
は
有
限
で

あ
る
。
考
え
が
甘
か
っ
た
」

と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ

の
科
学
研
究
の
違
い
に
つ
い

て
も
話
が
及
び
、
応
用
研
究

に
資
金
を
多
く
配
分
す
る
日

本
と
、
基
礎
研
究
を
重
視
す

る
ア
メ
リ
カ
の
政
策
が
比
較

さ
れ
た
。
こ
れ
に
関
し
、「
日

本
は
科
学
政
策
と
技
術
政
策

を
分
け
る
べ
き
」
と
い
う
見

解
が
示
さ
れ
た
。

　

最
後
に
三
氏
か
ら
、
科
学
を
学
ぶ
学
生

に
対
し
、「
自
分
の
人
生
を
考
え
よ
。
い

ま
未
来
を
考
え
て
行
動
す
れ
ば
、
そ
れ
は

実
現
で
き
る
」（
松
井
氏
）、「
文
系
の
頭

構
造
を
持
っ
て
、
理
系
の
勉
強
を
す
れ
ば

良
い
人
材
に
な
れ
る
」（
丹
保
氏
）、「
や

る
気
に
な
れ
ば
ど
の
分
野
に
も
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
は
見
つ
け
ら
れ
る
。
熱
意
を
持
っ

て
取
り
組
も
う
」（
佐
々
木
氏
）
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
た
。

　

一
方
、
ホ
ー
ル
入
り
口
前
に
は
、
大
学

院
生
な
ど
若
手
研
究
者
の
日
々
の
研
究

成
果
を
ま
と
め
た
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ

た
。
昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
で
話
題

と
な
っ
た
物
質
の
根
源
を
探
る
素
粒
子
論

か
ら
、
広
大
な
宇
宙
に
関
す
る
研
究
ま
で
、

そ
の
研
究
分
野
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

９
学
科
を
擁
す
る
理
工
学
部
の
幅
広
い
研

究
成
果
を
紹
介
。
来
場
者
ら
は
、
パ
ネ
ル

を
眺
め
な
が
ら
大
学
院
生
ら
に
熱
心
に
質

問
す
る
姿
が
み
ら
れ
た
。

（
学
生
記
者　

小
室
靖
明
＝
理
工
学
部
４

年
）

理工学部のパネル展示を熱心に見つめる来館者
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は
じ
め
に
基
調
講
演
に
立
っ
た
石
川
鉄

郎
商
学
部
長
は
、
学
部
教
育
の
目
標
と
し

て
、
国
際
的
に
通
用
す
る
質
の
高
い
教
育

を
行
う
こ
と
を
挙
げ
た
。
そ
の
た
め
に
教

育
方
針
と
し
て
「
何
を
身
に
つ
け
た
か
」

を
重
要
視
す
る
考
え
を
強
調
し
、
入
試
方

針
は
じ
め
教
育
内
容
や
大
学
の
社
会
的
説

明
責
任
（
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
）
を
明

確
化
し
て
「
21
世
紀
型
市
民
」
の
育
成
を

目
指
す
こ
と
を
挙
げ
た
。

　

ま
た
商
学
部
の
特
徴
と
し
て
専
門
分
野

に
応
じ
た
４
つ
の
学
科
（
経
営
、
会
計
、

商
業
・
貿
易
、
金
融
）
の
設
置
学
科
ご
と

に
２
つ
の
コ
ー
ス
（
フ
レ
ッ
ク
ス
・
コ
ー

ス
、
フ
レ
ッ
ク
スPlus1

・
コ
ー
ス
）
の

開
設
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
学
科
間
の
垣

根
が
低
く
、
科
目
履
修
の
自
由
度
が
大
き

い
点
を
紹
介
し
た
。

　

新
た
な
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

学
術
院
方
式
の
導
入
大
学
院
教
育
と
の

（
タ
テ
の
）
連
携
を
図
り
、
学
部
教
育

の
充
実
を
目
指
す
各
専
門
分
野
相
互
間
の

（
ヨ
コ
の
）
連
携
教
育
の
充
実
を
目
指
す

―

こ
と
な
ど
を
掲
げ
た
。

　

石
川
商
学
部
長
の
基
調
講
演
に
続
い
て
、

酒
井
正
三
郎
商
学
部
教
授
の
司
会
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
移
っ
た
。山
田
治
彦
さ
ん（
１

９
７
９
年
卒
、
公
認
会
計
士
、
あ
ず
さ
監

査
法
人
代
表
社
員
、
日
本
公
認
会
計
士
協

会
常
務
理
事
）、
佐
藤
暢
晃
さ
ん
（
１
９

８
０
年
卒
、
凸
版
印
刷
㈱
金
融
・
証
券
事

業
部
長
）、
伊
原
康
裕
さ
ん
（
１
９
８
６

年
卒
、
富
士
火
災
海
上
保
険
㈱
企
業
部
部

長
）、
笠
井
和
人
さ
ん
（
１
９
９
０
年
卒
、

青
森
県
県
土
整
備
部
河
川
砂
防
課
主
幹
）、

マ
ヘ
ー
マ
ー
さ
ん
（
２
０
０
２
年
卒
、
日

本
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

所
長
）、永
山
尭
之
さ
ん
（
商
学
部
３
年
）

の
計
６
人
が
討
論
者
と
な
り
、「
商
学
部

教
育
に
つ
い
て
」
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

考
え
を
発
表
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会

で
会
計
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
教
育
研

修
を
行
っ
て
い
る
立
場
か
ら
、「
学
部
で

の
教
養
教
育
」
の
重
要
性
を
指
摘
し
、「
時

間
を
か
け
て
土
台
を
体
系
的
に
や
っ
て
欲

し
い
」
と
強
調
。
ま
た
「
学
問
は
動
機
付

け
が
必
要
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、「
自
分
で
考
え
、
自
分

「創立１２５周年に向けて」「創立１２５周年に向けて」
シリーズ

中
央
大
学
創
立
１
２
５
周
年
・
商
学
部
創
設
１
０
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
商
学
部
教
育
の
こ
れ
か
ら
を

考
え
る
」（
主
催
：
商
学
部
、
共
催
：
学
員
会
C-

C
om.

21
支
部
）
が
10
月
17
日
、
中
央
大
学
駿
河
台
記

念
館
で
開
か
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
商
学
部
卒
業
生
は
じ
め
現
役
の
商
学
部
生
が
数
多
く
参
加
、
パ
ネ

リ
ス
ト
と
参
加
者
と
の
活
発
な
意
見
交
換
を
通
じ
、
こ
れ
ま
で
の
商
学
部
教
育
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
後

の
進
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
展
望
し
た
。

「
商
学
部
教
育
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
」

「
商
学
部
教
育
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
」

「
商
学
部
教
育
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
」

4 回

第

中
央
大
学
創
立
１
２
５
周
年
記
念
・

商
学
部
創
設
１
０
０
周
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

中
央
大
学
創
立
１
２
５
周
年
記
念
・

商
学
部
創
設
１
０
０
周
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

中
央
大
学
創
立
１
２
５
周
年
記
念
・

商
学
部
創
設
１
０
０
周
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

商学部教育のこれからを語るパネリストたち
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で
行
動
で
き
る
人
」
が
有
用
な
人
材
で
あ

る
と
し
た
う
え
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
能
力
を
養
っ
て
欲

し
い
と
強
調
。
同
時
に
「
学
ぶ
力
を
刺
激

す
る
教
育
を
実
践
し
て
欲
し
い
」
と
提
言

し
た
。

　

続
い
て
、
伊
原
さ
ん
は
刊
行
物
（
商
学

部
ガ
イ
ド
）
に
あ
る
「
会
社
が
倒
産
し
な

い
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
を
考
え

る
の
が
商
学
部
」
と
の
学
部
長
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
引
用
し
た
。
ま
た
最
近
、
中
途
退
職

す
る
社
員
が
多
い
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、
学
生
に
対
し

「
で
き
る
だ
け
早
め
に
行
き
た
い
業
種
を

絞
っ
て
欲
し
い
」
と
求
め
た
。
さ
ら
に
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
実
社
会
に
触
れ
て
、

職
業
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
持
つ
こ
と

が
重
要
だ
と
指
摘
し
、「
貪
欲
さ
を
持
っ

て
欲
し
い
」
と
強
調
し
た
。

　

笠
井
さ
ん
は
、「
対
応
力
、
適
応
力
の

あ
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、

県
庁
の
仕
事
に
つ
い
て
は
「
民
間
と
接
す

る
機
会
が
多
く
、
商
学
部
で
修
め
た
学
問

が
役
立
つ
場
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
オ
ー

ル
ラ
ウ
ン
ド
に
学
び
、
興
味
の
あ
る
こ
と

は
深
く
追
求
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
。

　

ま
た
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
留
学
生

だ
っ
た
マ
ヘ
ー
マ
ー
さ
ん
は
、「
留
学
生

は
余
裕
が
な
い
な
か
で
勉
強
し
て
い
る
。

図
書
館
の
利
用
の
仕
方
、
履
修
届
の
出
し

方
な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
」

と
振
り
返
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、
留
学
生

に
対
し
て
は
「
自
分
か
ら
日
本
人
の
学
生

に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
聞
く
方
が
い

い
」
と
指
摘
、
日
本
人
の
学
生
に
対
し
て

「創立１２５周年に向けて」「創立１２５周年に向けて」シリーズ

中
央
大
学
創
立
１
２
５
周
年
記
念
特
別
展
「
浮
世
絵
百
華　

平
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
」（
主
催
：
学
校
法
人

中
央
大
学
、
平
木
浮
世
絵
美
術
館
、
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
）
が
11
月
21
日
、
東
京
・
渋
谷
区
神
南
の
「
た
ば
こ

と
塩
の
博
物
館
」
を
会
場
に
開
幕
し
た
。
記
念
特
別
展
は
前
期
（
11
月
21
日
〜
12
月
13
日
）
と
後
期
（
12
月
15
日

〜
１
月
11
日
）
に
わ
か
れ
て
開
催
さ
れ
る
。

「
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
」（
東
京
・
渋
谷
）で

１
月
11
日
ま
で
開
催

「
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
」（
東
京
・
渋
谷
）で

１
月
11
日
ま
で
開
催

「
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
」（
東
京
・
渋
谷
）で

１
月
11
日
ま
で
開
催

4 回

第

１
２
５
周
年
記
念
特
別
展

「
浮
世
絵
百
華

　
　

平
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
」

１
２
５
周
年
記
念
特
別
展

「
浮
世
絵
百
華

　
　

平
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
」

１
２
５
周
年
記
念
特
別
展

「
浮
世
絵
百
華

　
　

平
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
す
べ
て
」

は
「
留
学
生
に
で
き
る
だ
け
多
く
関
わ
っ

て
欲
し
い
」
と
要
望
。
ま
た
大
学
に
は
留

学
生
に
対
す
る
チ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
の
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
を
設
け
て
ほ
し
い
と
要
望

し
た
。

　

在
学
生
代
表
と
し
て
討
論
に
参
加
し
た

永
山
さ
ん
は
、
卒
業
生
、
教
職
員
、
学
生

の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
商
学
部
を
盛
り

上
げ
る
機
会
を
つ
く
り
た
い
、
と
希
望
し

た
。

　

こ
の
あ
と
、「
商
学
部
教
育
の
こ
れ
か

ら
」
に
つ
い
て
来
場
者
と
の
質
疑
応
答
、

意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
あ
と
、
会
場
を
移
し

て
情
報
交
換
会
が
開
か
れ
、
参
加
し
た
教

員
、
卒
業
生
、
現
役
学
生
ら
が
パ
ネ
リ
ス

ト
を
囲
み
、
和
や
か
に
懇
談
し
た
。

（
学
生
記
者　

梶
原
麗
奈
＝
法
学
部
３
年
）

　

平
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
実
業
界
で
活

躍
し
た
平
木
信
二
氏
が
収
集
し
た
も
の
で
、

重
要
文
化
財
、
重
要
美
術
品
を
数
多
く
含

む
世
界
的
に
も
有
名
な
浮
世
絵
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
だ
。
今
回
は
、
浮
世
絵
と
と
も
に
、

絵
本
を
中
心
と
し
た
版
本
の
優
品
も
あ
わ
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せ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

前
期
は
、「
こ
れ
ぞ
浮
世
絵
！　

―

平

木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
優
品
・
名
品
・
稀
品

―

」
と
題
し
、
重
要
文
化
財
５
点
を
含
む

平
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
選
り
す
ぐ
り
の
浮

世
絵
を
展
示
。
後
期
で
は
、「
浮
世
絵
と

は
何
で
あ
っ
た
か　

―

浮
世
絵
文
化
史
学

―

」
を
テ
ー
マ
に
、
浮
世
絵
と
い
う
文
化

遺
産
を
、
同
時
代
的
な
視
点
、
ま
た
文
化

史
学
・
社
会
史
学
的
な
視
点
か
ら
捉
え
な

お
し
、
そ
の
文
化
史
的
意
義
を
再
評
価
す

る
。

　

初
日
の
11
月
21
日
に
は
、
内
覧
会
と
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
中
央
大
学
か
ら

久
野
修
慈
理
事
長
、
永
井
和
之
総
長
・
学

長
は
じ
め
、
展
示
会
実
行
委
員
で
あ
る
文

学
部
の
教
員
ら
が
出
席
。
ま
た
、
平
木
浮

世
絵
美
術
館
、
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
か

ら
も
、
両
館
長
を
は
じ
め
学
芸
員
ら
が
出

席
し
た
ほ
か
、
多
く
の
招
待
客
が
会
場
を

訪
れ
た
。　

　

内
覧
会
に
引
き
続
い
て
近
く

の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
で
は
冒
頭
、
永
井
和
之

総
長
・
学
長
が
、
関
係
者
ら
に

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
う
え
で
、

「
浮
世
絵
を
美
し
い
と
感
じ
る

感
性
は
日
本
人
に
共
通
の
も
の

で
す
」
な
ど
と
述
べ
、
特
別
展

の
成
功
を
祈
念
し
た
。

　

続
い
て
平
木
浮
世
絵
財
団
理

事
長
の
岡
崎
洋
氏
、
た
ば
こ
と

塩
の
博
物
館
館
長
の
勝
浦
秀
夫

氏
が
登
壇
。岡
崎
理
事
長
が「
満

足
の
出
来
る
展
示
が
で
き
た
。

多
く
の
方
々
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
核
心
部
分
を
見
て
、
評
価
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
る

と
、
勝
浦
館
長
は
「
記
念
展
に

参
加
で
き
た
の
は
、
大
変
名
誉

な
こ
と
だ
。
今
回
集
め
ら
れ
た

品
々
は
、江
戸
の
浮
世
絵
文
化
・

印
刷
文
化
を
知
る
上
で
の
貴
重
な
資
料
。

会
場
に
何
度
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
特
別
展
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

こ
の
あ
と
久
野
理
事
長
が
「
浮
世
絵
は

将
来
も
高
い
評
価
を
受
け
る
で
し
ょ
う
。

中
大
も
同
じ
よ
う
に
将
来
高
い
評
価
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
な
ど
と
述
べ
て
乾
杯
の

音
頭
を
と
り
、
歓
談
に
移
っ
た
。

　

歓
談
で
は
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

出
席
者
た
ち
が
交
流
し
た
。
内
覧
会
の
参

加
者
か
ら
は
、「
こ
れ
ほ
ど
の
名
品
が
一

同
に
集
ま
る
こ
と
は
と
て
も
意
義
深
い
こ

と
だ
と
思
う
。
ど
の
絵
も
質
の
高
さ
、
保

存
状
態
が
す
ば
ら
し
い
」「
大
変
立
派
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
非
常
に
見
応
え
が
あ

る
」
な
ど
の
意
見
・
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　

歓
談
の
合
間
に
は
展
示
会
実
行
委
員
会

の
紹
介
が
行
わ
れ
、
会
を
代
表
し
佐
藤
光

信
・
平
木
浮
世
絵
美
術
館
館
長
が
挨
拶
。

特
別
展
を
開
催
す
る
ま
で
の
経
緯
を
紹
介

し
、「
こ
こ
に
あ
る
品
々
は
日
本
の
宝
で

す
」
と
強
調
し
た
。
最
後
に
、
中
央
大
学

管
弦
楽
部
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
校
歌
斉
唱

し
た
後
、
実
行
委
員
会
委
員
長
の
宇
野
茂

彦
文
学
部
教
授
が
挨
拶
し
、
内
覧
会
・
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

記
念
特
別
展
は
、
入
館
料
が
一
般
・
大

学
生
３
０
０
円
（
１
５
０
円
）、
小
中
高

校
生
１
０
０
円
（
50
円
）、
満
70
歳
以
上

は
無
料
。
カ
ッ
コ
内
は
20
名
以
上
の
団
体

料
金
。
開
館
時
間
は
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
。
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
（
た
だ
し
１

月
11
日
は
開
館
）、12
月
28
日
〜
１
月
４
日
。

（
学
生
記
者　

廣
瀬
功
一
＝
文
学
部
２
年
）

内覧会で浮世絵の名品を鑑賞する人達

レセプションでは実行委メンバーらが紹介された


